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第 3 学年選択英語科学習指導案 

                         
場所    コンピュータールーム 
日時   平成 14 年 12 月 3 日 
        第５校時 (13:40~14:30) 
指導者  松本 光正 

１．題材観   「e-mail で Communication Writing にチャレンジ」 
 
２．題材について 
（１）生 徒 観 

     3 年選択英語は全体的に落ち着きの無いクラスである。平常英語授業でも授業に対して比較的積

極的な生徒もいるが、中には英語に興味・関心・意欲が無い生徒もいる。週 1 回の授業というこ

ともあり、前時の学習内容はほとんど忘却されていることが多く学習内容の定着度は低い。また、

忘れ物も多い。 
選択英語ではパソコンを用いて、今後ますます身近になる e-mail でコミュニケーションライテ

ィングしながら表現力を伸ばすことをねらいとしている。生徒の中には、技術家庭科等で多用して

いるパソコンに熟達し、「キーボード操作」や「アプリケーションソフト使用」等のコンピュータ

リテラシーに関しても、順応性が予想以上に早い者もいる。全体的にパソコン使用には興味・関心

が高いが英語・制限作文や課題作文には余り興味関心を示さない。 
 
（２）題 材 観 
 「ライティングはコミュニケーションを意識して指導されなければならない。」しかし、現状は和

文英作の域を脱することなく、生徒の「書くこと」に対する興味・関心・意欲は損なわれている。

そこで本選択英語では自己表現や Creative Writing など、生徒の伝えようとする態度を生かした活

動を重視し、発展的な選択英語科 Writing 指導を試みている。 
 

  （３）指 導 観 
ア、Interactive であること 
伝える相手があり、伝える内容があり、相手からのフィードハックが必要である。 

イ、Display よりも Referential であること 
答えが 1 つに決まっているような Display 活動ではなく、個人により内容が異なり、伝える

ことに意味のある Referential な活動であること。 
ウ、Accuracy よりも Fluency 
言語的正確さより、内容の伝達度を重視する。 

エ、Product よりも Process 
書くことの活動には、もともと内容の着想や整理、下書き、評価、書き直し、校正と 

 いったプロセスがあり、それぞれのストラテジーを学ぶことにより、自らの力で書く能 
 力を身につける。（下図参照） 

 

松本　光正
題材について
 生徒観が題材というのは妙であるが今回は一般的書式に合わせた。

　3年選択英語は週一回である、よって前時の内容はほとんど忘れられていること多い。効率良く一単位時間内で完結する学習内容でないと評価が難しい。

松本　光正
生徒の伝えようとする態度を生かした活動を重視し、発展的な選択英語科Writing 指導を試みている----具体的には
①校内メール交流（AETやJTE、友人と）
②校外メール交流（国内校や海外の学校と）
③Webディベート、Internetで他校とディスカッションやディベートをする

松本　光正
　中学校段階ではあまり「プロセスライティング」は行われないと思うが、中学3年生でも「書く」ということがもっぱら受験のための訓練的要素しかなく、楽しんで書くとか相手を想定してコミュニカティブに書くということがほとんど無い。伝達内容を重視したライティングを通して生徒に「書く喜び」を味わってもらうのがこの選択の意義である。
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３．指 導 目 標 
（１）英文で「書くこと」に興味・関心・意欲を抱く（興味・関心・意欲・態度） 
（２）手紙文の書体を意識して書く（言語・文化の知識理解） 
（３）本文（内容）が生徒個人的に Referential なもので、且つ Authentic なものする 

（表現の能力）（理解の能力） 
（４）Greeting Card としてのレイアウト・デザインを意識する 
 

４．指 導 計 画 
・ 週 1 回且つ不定期な授業のため、年間指導計画を柔軟に扱いつつ学習内容を繰り返す。 

 
５．本 時 の 指 導 

（１）目標： 
ア、英文で「書くこと」に対する興味・関心・意欲をもつ 
イ、Referential な内容のクリスマスカードを JTE に校正してもらい、AET に送信する 

（２）過程 
 

項目 生徒の活動 指導・評価の留意点 
評価規準・評価基準

（A＝十分に満足で

きる、B＝概ね満足で

きる）・評価法 
補助教材 

３ 
min’ 

・挨拶、説明 本時の学習内容につい

て説明を聞く 
短時間で効率良く

行う 
傾聴できる（態

度）AB 
Pc-Semi 
ﾍｯﾄﾞﾎﾝ 

 
5 
min’ 
 
 
 
5 
min’ 
 
 
 
 
25 
min’ 
 
 
 
 
 
10 
min’ 
 
 
 

 
・前時までの

復習 
 
 
 
・本時の学習

内容確認 
 
 
 
・メール作成 
 
 
 
 
 
 
・Draft チェ

ック 
 
 

 
掲示板で e-mail の書式

や「書き出し」「結び」

等の特有の表現を学ぶ。 
 
 
掲示板にアクセスして

本時の学習内容を確認

する。 
 
AET との共通点や話題

を見出し、個人的な内容

でコミュニケーション

を意識した英文を作成

する 
 
 
英文が完成した段階で

JTE に校正してもら

う、必要に応じて訂正を

する 

 
書き出し・結びの表

現をRepeatingする 
/ 時間をかけすぎな

い 
 
時間内で掲示板閲

覧を終わりにする 
 
 
内容が大切である

ことを知らせる 
 
 
 
 
 
語彙・文法的な誤り

よりも本文内容が

今 ま で よ り

Referential で

Creative であるか

を重視する 

 
傾聴できる（態度）

AB 観察法 
 
 
 
 
 
掲示板の内容が理解

できる（理解）AB 

観察法 
 
 
＊書式に則って書け

ているし内容も満足

できる場合 A、書式

に則っているが内容

的に Referential で

ない場合 B （表現）

観察・分析法 
 
時間内に Draft を校

正できる（態度/言語

文化の知識理解） 
AB 観察・分析法 

‘Pc-Semi’ 
ﾍｯﾄﾞﾎﾝ 
‘STUDY-NOTE’ 
辞書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 
min’ 

・書く前の活

動、連絡 
他校から送られたメー

ルを読んで、返信の準備

をする 

宿題として返信内容

を考えてくるように

示唆する 

 プリント類 

 
 
６．備考： 
      ・選択英語（Writing クラス） 男子１５名   女子１５名   計３０名 

・AET にもメールの内容をチェックしてもらう（上記ｱｽﾀﾘｽｸの評価規準・基準を使う） 
      ・本年度担当選択英語、3 年 Debate クラス、3 年 Reading クラス、2 年 Skit クラス、 

2 年 E-mail クラス 

松本　光正
　あくまで時間内にDraftチェックをすることが最大の目的である。書き終わった生徒がFirst_Draftをチェックしてもらうのは当然だが、そうでない生徒に対しても時間内で途中途中でコメントしながらその場で内容的に評価してしまうこととする。
送信相手が本校常駐のAETであるため、評価規準に基づいて放課後等利用してAETにも評価をしてもらう。

松本　光正
STUDY-NOTE’
　BBSやメール、データベース機能を備えた多機能グループウェアである。
小学校をメインに中学校でも良く使われる。
　校内LANが組まれていれば学年を超えた英文交流が多彩な形でできることとなる。調べ学習から個人ポートフォリオなど使い方によってはさまざまな形式のコミュニケーションが行える。

松本　光正
評価規準・基準はその具体的評価方法にもかなり依存している、評価方法によっては正しく測れない場合もある。ここでは観察法、分析法を中心に行った。
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